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【研究テーマ】

1. 放射線発がんの分子メカニズムについての研究

2. 放射線細胞応答と情報伝達に関する研究
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本環境変異原学会、第 18 回日本動物実験代替法学会合同学術大会、講演要旨集 p79、

11 月 30－12 月 2 日、長崎（2004）.
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29．鈴木正敏、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：放射線による老化様増殖停止に関与する

クロマチン高次構造変化、第 45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79 巻、

p248、6 月 6 日、長崎（2004）.

30．有吉健太郎、児玉靖司、鈴木啓司、渡邉正己：Werner 症候群細胞中でのＸ線被ばく

染色体の安定性解析、第45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79 巻、p256、

6 月 6 日、長崎（2004）.

31．若山朱、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：ヒストン H2AX のリン酸化を指標とした放

射線被ばく検出系の確立、第 45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79 巻、

p258、6 月 6 日、長崎（2004）.

32．菓子野元郎、Kevin M. Prise、Giuseppe Schettino、Barry D. Michael、鈴木啓司、

児玉靖司、渡邉正己：マイクロビーム照射された DNA 損傷修復欠損細胞のバイスタン

ダー効果、第45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79巻、p267、6月 6 日、

長崎（2004）.

33．山内基弘、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：放射線被ばく細胞における p53 蛋白質の

部位特異的リン酸化の役割、第45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79巻、

p279、6 月 6 日、長崎（2004）.

34．渡邉正己、バルハウンダルマ、漆原あゆみ、児玉靖司、鈴木啓司：テロメア不安定性

による染色体異常生成とその生物学的意義、第 45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医

学会雑誌、79 巻、p286、6 月 6 日、長崎（2004）.

35．若山朱、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：ヒストン H2AX のリン酸化を指標とした放

射線被ばく検出系の確立、第 45 回原子爆弾後障害研究会、長崎医学会雑誌、79 巻、

p258、6 月 6 日、長崎（2004）.

36．鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：リン酸化 ATM フォーカスを用いた DNA 二重鎖切断の

同定、第 41 回放射線影響懇話会、7月 31 日、福岡（2004）.

37．原田忠幸、漆原あゆみ、児玉靖司、鈴木啓司、渡邉正己：放射線による染色体異常生

成過程における DNA 二重鎖切断修復機構の関与、第 41 回放射線影響懇話会、7 月 31

日、福岡（2004）.

38．丸尾敦志、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：放射線により遅延的に誘導される染色体

異常の誘導メカニズム、第 41 回放射線影響懇話会、7月 31 日、福岡（2004）.
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40. 菓子野元郎、Kevin M. Prise、Giuseppe Schettino、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：
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変異の誘発機構解析、第 41 回放射線影響懇話会、7月 31 日、福岡（2004）.

42．鈴木正敏、鈴木啓司、児玉靖司、渡邉正己：放射線誘発老化様増殖停止の誘導機構、

第 41 回放射線影響懇話会、7月 31 日、福岡（2004）.

43．有村麻美、鈴木啓司、渡邉正己：温熱ストレス誘導性 p53 遺伝子を用いた新規癌治療

法、第 17 回九州・山口地区ハイパーサーミア研究会、6月 26 日、福岡（2004）．

44．渡邉正己、濱田信行、有村麻美、鈴木啓司：温熱抵抗性の獲得における細胞間情報交

換機能の関与、第 17 回九州・山口地区ハイパーサーミア研究会、6月 26 日、福岡（2004）．

【特許】

1． 渡邉正己、児玉靖司、鈴木啓司、竹下哲史：テロメレース抑制能を有する微生物とテ

ロメレース抑制剤、特願 2004-060625 号．

【過去の研究業績総計】

原著論文（欧文） 64 編 （邦文） 0編

総説　　（欧文） 2編 （邦文） 6編

著書　　（欧文） 21 編 （邦文） 4編

紀要　　（欧文） 4編 （邦文） 1編

特許 1件


